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平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２１

算
（
第
３
回
）
は
、
９
月
２
日
の

本
会
議
に
お
い
て
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、
９
月　

日
の
委
員

１６

会
で
審
査
し
ま
し
た
。
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ　

億
１６

５
千　

万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳

６５６

入
歳
出
予
算
の
総
額
を　

億
３
千

３６９

　

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

５２３
　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
民
間
保

育
所
助
成
に
要
す
る
経
費
、
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上

を
図
る
た
め
、
特
定
の
年
齢
に
達

し
た
方
を
対
象
に
検
診
手
帳
や
ク

ー
ポ
ン
券
を
送
付
す
る
た
め
の
経

費
、
緑
地
等
の
整
備
に
要
す
る
経

費
及
び
国
の
補
助
金
を
活
用
の
上
、

理
科
教
材
・
教
具
の
消
耗
品
、
備

品
を
購
入
す
る
と
と
も
に
、
周
辺

機
器
等
を
含
む
教
育
用
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
た
め
の
教

育
振
興
に
要
す
る
経
費
な
ど
で
す
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

３０

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

保
育
園
・
市
民
農
園
経
費
な
ど

は
評
価
す
る
が
、
前
政
権
の
補
正

予
算
に
基
づ
く
、
小
中
学
校
の
地

上
波
デ
ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ
化
へ
の
莫
大

な
経
費
、
再
開
発
基
金
へ
の
２
億

円
も
の
積
立
て
に
は
反
対
す
る
。

国
か
ら
補
助
金
が
来
た
か
ら
、
で

は
な
く
、
今
本
当
に
市
民
に
と
っ

て
必
要
な
予
算
を
組
み
立
て
る
べ

き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

中
小
企
業
の
融
資
の
無
利
子
制

度
の
延
長
、
来
年
度
か
ら
の
保
育

園
の
定
員
増
の
準
備
経
費
、
生
ご

平
成　

年
度
一
般
会
計

２１

補

正

予

算
（

第

３

回

）

み
の
肥
料
化
を
町
会
等
に
広
げ
る

こ
と
や
、
市
民
参
加
の
公
園
整
備

等
が
計
上
さ
れ
て
お
り
評
価
す
る
。

　

一
方
、
国
の
消
費
税
増
税
に
つ

な
が
る
経
済
対
策
の
補
正
予
算
関

係
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
不

要
不
急
の
予
算
は
改
善
す
べ
き
で

あ
る
。
新
政
権
が
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
歳
入
の
保
障
は
な

い
。
保
育
園
の
開
設
な
ど
市
民
生

活
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
要
望

し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

武
井
正
明
（
民
主
・
社
民
）

　

第
一
に
商
業
振
興
策
と
し
て
さ

く
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
と
し

て
千　

万
６
千
円
が
予
算
化
さ
れ

８８４

て
い
る
こ
と
、
第
二
に
保
育
所
助

成
の
た
め
、
貫
井
保
育
園
改
修
工

事
、
定
員
増
補
助
金
と
し
て
６
千

　

万
５
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

１０こ
と
で
す
。
第
三
に
積
極
的
に
各

種
基
金
に
積
立
て
を
行
っ
て
将
来

に
備
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
第
四

に
玉
川
上
水
・
小
金
井
桜
整
備
活

用
計
画
策
定
委
託
料　

万
２
千
円

４９２

が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

鳩
山
連
立
内
閣
を
支
え
国
民
生
活

再
建
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

賛
成
の
理
由
の
第
一
は
、
将
来

に
備
え
、
財
政
調
整
基
金
・
職
員

退
職
手
当
積
立
金
・
都
市
再
開
発

整
備
基
金
に
充
て
た
こ
と
。
第
二

に
待
機
児
童
解
消
の
た
め
民
間
保

育
所
助
成
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。

第
三
に
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め

子
宮
が
ん
検
診
や
乳
が
ん
検
診
に

要
す
る
経
費
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
の
経
費
で
あ
る
。
第
四
に
ご

み
減
量
啓
発
の
経
費
。
第
五
に
緊

急
雇
用
創
出
や
商
工
振
興
の
経
費
。

第
六
に
環
境
施
策
で
中
町
四
丁
目

緑
地
取
得
費
。
第
七
に
災
害
対
策

の
経
費
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

市
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢

は　

年
に
一
度
の
世
界
的
な
金
融

１００
危
機
を
契
機
に
厳
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
国
や
都
の
補
助
金

を
活
用
し
、
沢
山
の
政
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
ま
た
計
画
的
か
つ

弾
力
的
な
財
政
運
営
と
し
て
財
政

調
整
基
金
に
４
億
円
積
み
職
員
退

職
手
当
基
金
に
１
億
円
、
都
市
再

開
発
整
備
基
金
に
２
億
円
積
み
立

て
る
な
ど
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

確
立
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
向

け
て
、
今
後
の
有
効
活
用
が
可
能

で
す
。
よ
っ
て
賛
成
い
た
し
ま
す
。

 　

学
童
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
９
月
２
日
の
本

会
議
に
お
い
て
、
厚
生
文
教
委
員

会
に
付
託
さ
れ
、
９
月　

日
の
委

１１

員
会
に
お
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

３０

決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
民
主
・
社
民
）

　

本
改
正
に
よ
り
、
学
童
保
育
所

定
員
が
増
員
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
す
る
。

現
在
、
既
に
施
設
定
員
を
超
え
て

い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
業
務
の

充
実
に
向
け
た
前
進
で
あ
る
こ
と

を
評
価
し
、
担
当
部
局
の
ご
努
力

に
感
謝
す
る
。
本
業
務
は
第
二
次

行
革
大
綱
に
よ
り
、
順
次
民
間
委

託
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
児

童
福
祉
審
議
会
答
申
、
学
童
保
育

所
運
営
基
準
な
ど
を
十
分
に
検
討

し
、
今
後
と
も
業
務
の
質
の
向
上

へ
向
け
た
努
力
の
継
続
を
要
望
し

ま
す
。

学
童
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

反
対
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

第
一
に
、
本
決
算
に
お
け
る
経

常
収
支
比
率
が
、　

年
間
の
稲
葉

１０

市
政
の
中
で
最
悪
の
数
値
と
な
っ

て
い
る
。
第
二
に
、
新
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
場
所
を
約
束
の
２
月

ま
で
に
決
定
で
き
な
か
っ
た
。
第

三
に
、
無
駄
づ
か
い
を
内
容
と
す

る
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事

業
の
「
ま
ち
開
き
」
が
強
行
さ
れ

た
。
第
四
に
、
格
差
の
拡
大
に
対

し
て
小
金
井
市
独
自
の
対
策
が
な

い
に
等
し
い
。
第
五
に
、
市
長
が
、

市
役
所
庁
舎
建
設
場
所
を
決
め
る

住
民
投
票
条
例
に
反
対
し
た
。
よ

っ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

周
辺
市
や
一
部
事
務
組
合
に
よ

る
ご
み
処
理
支
援
に
深
く
感
謝
。

決
算
に
賛
成
す
る
理
由
の
第
一
は
、

行
革
の
取
組
が
効
果
を
あ
ら
わ
し

た
こ
と
。
人
件
費
比
率
は　

％
と

２２

な
っ
て
多
摩　

市
の
平
均
レ
ベ
ル

２６

に
近
づ
い
た
。
第
二
は
、
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
だ
こ
と
。

特
に
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
の
再

開
発
は
大
き
く
前
進
し
た
。
第
三

は
、
ミ
ニ
パ
ト
を
購
入
し
安
全
安

心
を
守
る
施
策
を
展
開
し
た
こ
と
。

第
四
は
、
妊
産
婦
健
診
が
拡
充
さ

れ
、
子
育
て
支
援
の
施
策
が
展
開

さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
評
価
で
き
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

昨
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
市

民
の
く
ら
し
に
冷
た
い
予
算
執
行

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
問
題
で

も
、
稲
葉
市
政
の
無
責
任
さ
は
、

際
立
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

決
算
年
度
に
お
け
る
、
稲
葉
市
長

の
市
民
無
視
の
行
財
政
運
営
も
容

認
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

大
型
開
発
を
聖
域
に
し
な
が
ら
、

市
民
生
活
に
か
か
わ
る
施
策
は

「
聖
域
な
く
」
削
減
と
民
間
委
託

を
進
め
る
自
民
党
流
の
行
革
路
線

は
抜
本
的
に
改
め
、
市
民
生
活
第

一
の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
べ
き

で
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

二
枚
橋
焼
却
場
の
閉
鎖
に
伴
い
、

小
金
井
市
の
ご
み
を
多
摩
の
市
町
、

一
部
事
務
組
合
に
よ
り
円
滑
に
処

理
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
事

業
の
進
展
で
、
投
資
的
経
費
は
歳

出
の　

・
８
％
を
占
め
、
第
二
次

１６

行
財
政
改
革
大
綱
の
目
標
数
値
を

達
成
。
積
立
金
は
約　

億
３
千
万

１０

円
で
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構

築
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
比
率
は
、　

％
で
ベ
ス

２２

ト
数
値
を
更
新
。
全
て
の
指
標
で

健
全
値
の
範
囲
で
あ
る
事
を
評
価
。

　

平
成　

年　

月
２
日
、
５
日
、

２１

１０

６
日
、　

日
及
び　

日
の
５
日
間

１３

１４

に
わ
た
り
、
決
算
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
平
成　

年
度
決
算

２０

額
は
、
歳
入
総
額
が　

億
９
千　

３８６

６６１

万
円
で
前
年
度
対
比
５
・
８
％
の

増
、
歳
出
総
額
は
、　

億
５
千　

３５８

１８６

万
４
千
円
で
前
年
度
対
比
１
・
４

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
面

で
は
、
市
税
収
入
が　

億　

万
５

１９９

５４９

千
円
と
前
年
度
比
で
０
・
８
％
の

減
と
な
り
、
個
人
市
民
税
を
中
心

と
し
て
、
前
年
度
の
収
入
実
績
を

下
回
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
再
開
発
事
業
関
連
経

費
や
、
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
線
道
路
用
地
取
得
費
な
ど
の

１２投
資
的
経
費
は
、　

億　

万
千
円

６０

７９５

と
歳
出
総
額
の　

・
８
％
を
占
め
、

１６

歳
入　

億
９
千　

万
円
、
歳
出　

３８６

６６１

３５８

億
５
千　

万
４
千
円
と
な
り
ま
し

１８６

た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採

１０

１５

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
認

定
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

２０

決
算
の
認
定
に
つ
い
て　
　
　
　

審
議
し
た
主
な
議
案

一般会計歳入・歳出決算の内訳

議議 会会 ＱＱ ＆＆ ＡＡ

Ａ 予算は収入・支出の見積りで
あるのに対して、決算は収
入・支出の実績・結果となり
ます。
決算の認定とは、議決された
予算がどのように使われて、
どのような成果を上げたのか
を、議会の場で審議して判断
することです。
議会は、決算を不認定として
も法的には、その効力に影響
はありませんが、市長の政治
的・道義的な責任が問われる
ことになります。

決算の認定とは？Ｑ

歳  入
386億
9661万円

歳  出
358億
5186万円

民生費
109億9214万円
30.7％

その他
3億6744万円
1.0％

市税
199億550万円
51.4％

議会費
3億4730万円
1.0％

土木費
62億6810万円
17.5％

国庫支出金
55憶9340万円
14.5％

都支出金
41憶8724万円
10.8％

市債
26憶1080万円
6.7％

使用料及び手数料
10憶6547万円
2.8％ その他

53憶3420万円
13.8％

総務費
52億8051万円
14.7％

教育費
45億4124万円
12.7％

衛生費
37億8890万円
10.6％

公債費
26億8206万円
7.5％

消防費
15億8417万円
4.4％

※円グラフの決算額は、千円の位を四捨五入しています。また、構成の合計も
四捨五入の関係で１００％にならない場合があります。


